糖尿病性腎症用カロリー計算表(Access版)

はじめに

本表の食品成分値は、科学技術庁資源調査会編「五訂日本食品標準成分表」によるものである

本表の食品成分値を複製または転載する場合には文部科学省の許諾が必要である。

連絡先（文部科学省科学技術・学術政策局政策課資源室(03)5253-4111㈹）

　糖尿病性腎症用カロリー計算表をダウンロードしていただきありがとうございます。

　この計算表は同名のExcel版とほぼ同じ機能で、使用方法も同じようなイメージで使えるように作成しました。Access版では、Excel版では出来なかったいくつかの機能を追加しています。

　このカロリー計算表がユーザーの皆様の健康管理にお役に立ち、少しでも病状の進行を止める事が出来たなら幸いです。 　

１．起動時のフォーム

　糖尿病性腎症用カロリー計算表を起動すると、メインフォームが立ち上がります。このメインフォームには、「メイン」「設定・登録」「印刷」「ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ」の、４ページがあります。

　各コマンドボタンの使い方については、ボタンにフォーカスを当てると説明が表示されます。

　「設定・登録」

　はじめに、設定・登録のページで、基準値のフォームを開き自分の基準値を入力して下さい。次に、献立名のフォームで、献立を入力して下さい。（仮のデータが入力してあります。不要なものを削除し、必要なものを入力して下さい。）

　登録したいレシピや、食品データがあればレシピの編集、食品交換表を開き、行って下さい。

　ここまでは、何も登録しなくても作業に影響はありません。

「メイン」

　献立作成（あるいは記録）を始めるには、メニュー新規作成から始めて下さい。このボタンをクリックすると、以前に作成したデータを保存用のテーブルに転記し、新たな献立作成（あるいは記録）画面が表示されます。

　途中まで作成した献立（あるいは記録）を訂正するには、メニュー修正ボタンをクリックして下さい、作成したデータが再び表示されます。

　終了ボタンは、データベースを終了します。（作成したデータはそのまま保存されます。）

「印刷」

　作成したデータの計算結果を印刷します。食事記録は、A4縦とA4横の２種類のレポートを用意しましたが、コマンドボタンではA4縦で印刷されます。A4横での印刷は、メインフォームを閉じ、レポートを開いて食事記録Yをプレビューで開き印刷して下さい。（A4横での印刷を標準にする時は食事記録を食事記録１などに、食事記録Yを食事記録に名前を変更して下さい。）

　単位計算印刷は、表ごとの単位集計した結果を印刷しますが、すべての表毎のデータがない場合（各表の一ヶ所でもデータのない場合）印刷できません、データのない表がある場合には、分類リストボックスの最後にある「9＊　表＊　無し」　例えば、「96　表６　無し」を選択して分量「0」を入力することにより印刷できます。

「ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ」

　保存献立参照では、過去に作成し自動的に転記保存されたデータを参照できます。

　データ削除では、不要になった過去の記録を日付を指定して削除します。

　

２．献立作成（あるいは記録）

　IDは自動で入力されますので、献立名より始めて下さい。

　献立名フィールドにフォーカスが移ると、コンボボックスが自動的にドロップダウンします。リストより献立名を選んで入力します。リストに献立名がない場合は、右下にある献立名追加編集ボタンをクリックし追加できます。またこのフィールドをダブルクリックするとレシピが表示されます。

　（サンプルとしてカレーライスが登録されています、カレーライスを献立名に入力後ダブルクリックして下さい。レシピフォームが開きますので、食事名をコンボボックスより指定し、転記ボタンをクリック下さい。元の画面に戻ったら、右下にある再表示ボタンをクリックして下さい。レシピより転記した献立が表示されます。）

　また、行の途中にデータを追加したいときは、ＩＤ番号を追加したい行と同じ番号に打ち直して再表示をすると並べ替えが行われます。
ＩＤ番号は通常オートナンバーを使用しますが、今回は特別な方法でナンバーを振ります。
（レシピより転記されるデータと、入力されるデータの並びをうまく整合させるため、また番号を振り直し出来るようにするためです。）
　次に、分類フィールドに移りやはりコンボボックスより分類名を選択して下さい。このデータを基に、フィルターされた食品名が材料フィールドのコンボボックスに表示されます。（分類フィールドで、31　魚　を選択すると、材料フィールドには、魚のみのデータが表示されます。）

　最後に分量を入力すると「カロリー」「カリウム」「塩分」「タンパク質」が、自動計算され、右上に集計値が表示されます。一日分の合計は再表示ボタンをクリックすると右中の表に表示されます。

　単位計算は入力結果の集計となるため、単位集計ボタンをクリックし、フォームを閉じ再び開くことにより表示されます。

　順番に昼食、夕食、間食と記入して下さい。途中で入力を中断する場合はそのまま終了して下さい。

　再開するときは、メニューの修正から始めて下さい。新規作成から始めると入力したデータが、転記削除されてしまいます。

　

３．アクションクエリー、最適化について

　この計算表では、各所にアクションクエリーが使われています。
ダイアログが度々立ち上がりますが、どのような作業が行われているか確認が済みましたなら、
ツール－オプション－編集/検索－確認　で、　アクションクエリーのチェックをはずして下さい。
その後は、自動的に実行されます。

最適化は、作成と削除を繰り返し無駄な領域の増えていくデータベースを、圧縮し最適な状態で作業が出来るようにします。（月に１回程度行って下さい。）

ツール－データベースユーティリティ－最適化、　またはツール－オプション－全般　で、　閉じる時に最適化をする　のチェックを入れて下さい。

４．レシピの登録

　レシピの登録方法は、献立作成フォームと基本的に同じです。メインフォーム「設定・登録」の「レシピの編集」をクリックしレシピフォームを開きます。登録済みの献立名を検索するときは、検索ボタンの下にある黄色のテキストボックスに「ふりがな」の一部を入力して、検索ボタンをクリックして下さい。連続検索ボタンをクリックすると該当するカードが続けて検索されます。

ここで登録したレシピの内容を転記後に変更することも可能です。

５．保存献立の参照

　保存された献立を参照する方法は、コンボボックスより食事名を選択し次に日付を選択することにより表示されます。

６．食品交換表データについて　
　この計算表には、「５訂食品成分表」を基に約１５００点の食品データが登録されています。登録されている食品名の一覧は、一覧表という名前のExcelファイルを参照するか、印刷して確認下さい。　

